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♥︎健康だより

認知症でも安心して暮らせる町をめざして
日本における認知症の人の数は平成24（2012）

年で約462万人、65歳以上の高齢者の約７人に１
人と推計されています。さらに、正常と認知症と
の中間である「軽度認知障害（ＭＣＩ）」と推計
される約400万人と合わせると、65歳以上の方の

４人に１人は認知症またはその予備軍だと言われ
ています。高齢化の進展に伴い、その数はますま
す増加しており、現在の日本は、誰もが認知症に
なるか、認知症の人と接することになる社会です。

脳の細胞がゆっくりと死んでいく「アルツハイ
マー型認知症」「レビー小体型認知症」、脳血管障
害で血管が詰まり、脳細胞の働きが失われる「脳
血管性認知症」が三大認知症と言われています。

認知症の症状は、脳の細胞が壊れることによっ
て直接起こる「中核症状…ついさっきのことを忘
れる（記憶障害）、時間・場所・人が分からなく
なる（見当識障害）、考えるスピードが遅くなる等」
と、本人の性格・環境・周囲の適切でない対応な
どが影響して起こる「行動・心理症状…妄想、幻

覚、徘徊、興奮・暴力、無気力、うつ状態等」の
２種類に分けられます。

認知症は早期に適切な治療とケアを始めること
で、ある程度進行を遅らせることができる病気で
す。また、周囲の人の接し方で進行や症状が大き
く変わります。そのためには、早期発見・早期治
療が重要です。家族や周囲の人が「どうもいつも
と様子が違う」と感じることがあれば、早めにか
かりつけ医や地域包括支援センターなどに相談す
るようにしましょう。

認知症は、環境が変わることで症状が悪化する
恐れがあります。「誰も知らない心細い場所では
なく、住み慣れた町で幸せに暮らし続けたい」と
いう思いは、健康な人の心理となんら変わりあり
ません。そのためには、家族の支援だけでなく、
地域の温かい見守りや優しい声掛け、ちょっとし

た手助けが必要不可欠です。認知症の人を理解し、
支えることは、自分の家族や自分自身が認知症に
なったときに安心して暮らせる町づくりにもつな
がります。

誰にでも起こりうる可能性がある脳の病気

地域のみんなの理解と支えが必要です

早期発見の
ポイント

□同じことを言ったり聞いたりする
□以前よりも疑い深くなった
□以前あった関心や興味が失われた
□置き忘れやしまい忘れが目立つ

□時間や場所の感覚が不確かになった
□ささいなことで怒りっぽくなった
□蛇口やガス栓の閉め忘れが目立つ
□財布を盗まれたと言う

☆認知症サポーター養成講座を実施しています☆
認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温か

く見守る応援者です。平成17年度より、厚生労働省が「認知症を知り地域をつくる
キャンペーン」の一環として実施しており、現在全国に約660万人、上島町では588
人のサポーターが誕生しています。認知症について正しく理解するとともに、認知
症になっても安心して暮らせるまちづくりについて
考えてみませんか。職場・団体のほか、お友達やグ
ループなどでも出前講座を行います。詳細は、各地
区保健センター内の地域包括支援センターまで、お
気軽にお問い合わせください。
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２月
健康相談・リハビリ教室・検診ガイド
※★印は、獲得できる健康ポイント数

健康相談（★5P）
16日（火） 13:30～16:30 魚島保健福祉センター
17日（水） 10:00～14:00 高井神公民館

健康づくり料理教室（★5P）
4日（木） 10:00～12:00 魚島保健福祉センター

男の料理倶楽部（★5P）
4日（木） 14:30～16:30 魚島保健福祉センター

のびのびひろば
5日（金） 10:00～11:00 弓削保健センター

健康相談（★5P）
16日（火） 10:00～11:00 せとうち交流館

おたっしゃクラブ（★5P）
17日（水） 10:00～12:30 弓削開発総合センター
18日（木） 10:00～12:30 下弓削中央集会所
19日（金） 10:00～12:30 弓削保健センター
25日（木） 10:00～12:30 久司浦集会所

睡眠改善教室（★5P）
23日（火） 14:00～16:00 弓削地域交流センター

ちびっちくらぶ
29日（月）   9:30～11:00 せとうち交流館

上島はつらつ教室自主活動（★5P）
1日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
8日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

15日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
22日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
29日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

おたっしゃクラブ（★5P）
3日（水） 10:00～12:30 生名公民館
4日（木） 10:00～12:30 生名保健センター

いきいき体操（★5P）
8日（月） 10:00～11:30 生名保健センター

22日（月） 10:00～11:30 生名保健センター
健康相談（★5P）

9日（火） 10:00～11:00 生名公民館
25日（木） 10:00～11:00 立石港務所

脳いきいき教室（★5P）
10日（水） 10:30～13:00 生名保健センター

育ＭＥＮ料理教室（★10P）
19日（金）   9:30～12:30 生名保健センター

こどもの城講演会（★10P）
29日（月）   9:30～11:00 せとうち交流館

育児教室（★5P）
3日（水） 10:00～11:30 岩城保健センター

シニアサポーター養成講座（★5P）
8日（月） 13:30～15:30 岩城総合支所２階大ホール

22日（月） 13:30～15:30 岩城総合支所２階大ホール
脳いきいき教室（★5P）

9日（火） 13:30～15:00 岩城保健センター
にこにこ広場（★5P）

16日（火） 14:00～16:00 岩城開発総合センター
健康相談（★5P）

17日（水） 10:00～11:00 コミュニティセンター
離乳食教室（★5Ｐ）

18日（木） 9:30～、10:30～ 岩城保健センター

◆生名保健センター　TEL 74‒0911

◆岩城保健センター　TEL 74‒0755

◆弓削保健センター　TEL 77‒3700

◆魚島保健福祉センター　TEL 74‒1120

元気アップ体操、検診等ガイド

臨床心理士による「こころの健康電話相談」

問089-958-1348 ／ 089-958-1349
（当日のみ通話可能。通話が混雑してつながり
にくい場合があります）

心配ごとや不安なことを抱えて一人で悩んでい
ませんか。家庭や職場について、あるいは心と身
体の不調についてなど、さまざまな相談に電話で
応じます。相談は匿名でもお受けできます。秘密
は厳守いたします。
日時： 平成28年３月６日（日） ９時～ 17時
主催： 日本臨床心理士会・愛媛県臨床心理士会（共催）


